
【岐阜県医師会医学雑誌に論文が掲載されました】 
掲載された論文ですが、「脳卒中後上肢痙縮患者の浅指屈筋に対する A型ボツリヌス毒素治療における示
指・中指・環指・小指の４つの指の筋腹への打ち分けについての報告」、岐阜県医師会医学雑誌 第 36巻、
P49-56、2023年 6月 10日発行、です。 
当院では、2012年から脳卒中後上下肢痙縮に対してのボツリヌス毒素治療を行っています。ボツリヌス
毒素治療は対象となる標的筋の選定、正確な施注技術、施注後のリハビリ治療がとても重要で、当院では
多職種によるチームを立ち上げ対応してきました。 
当院では、それぞれの指ごとに痙縮の程度が異なっている患者さんに、治療が必要な指の筋腹のみに薬
剤を投与しています。一般的にはあまり行われていませんが、より効果的で患者さんに優しい治療方法
だと考えています。今回、2012年～2021年までの 9年間の治療経験をまとめて報告しました。 
患者さんにとってより良い治療がご提供できるよう、これからも研鑽を積んでいきたいと思います。 

（リハビリテーション科部長 森 憲司） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
   


